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「
総
合
物
流
施
策
大
綱
」
の

実
現
に
向
け
て
組
織
を
充
実

「
経
済
の
血
流
」と
言
わ
れ
、
経
済
社
会
を

支
え
る
重
要
な
産
業
の
一
つ
で
あ
る「
物
流
」。

近
年
、
国
内
の
産
業
競
争
力
を
強
化
す
る
観

点
か
ら
物
流
の
効
率
化
が
課
題
に
な
っ
て
お

り
、
ま
た
、
企
業
の
海
外
展
開
に
伴
い
、
国

際
間
の
物
流
は
急
速
に
ニ
ー
ズ
が
高
ま
っ
て

い
ま
す
。
さ
ら
に
、
東
日
本
大
震
災
の
経
験

を
踏
ま
え
た
災
害
対
策
や
地
球
温
暖
化
に

伴
う
環
境
問
題
へ
の
配
慮
な
ど
、
物
流
に
対

す
る
新
し
い
対
応
策
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

そ
う
し
た
現
状
・
課
題
を
踏
ま
え
、
平
成

25
年
６
月
25
日
、
政
府
に
お
け
る
物
流
施

策
や
物
流
行
政
の
指
針
を
示
し
、
関
係
省

庁
が
連
携
し
て
総
合
的
・
一
体
的
な
物
流

施
策
の
推
進
を
図
る「
総
合
物
流
施
策
大
綱

（
２
０
１
３
ー
２
０
１
７
）」を
閣
議
決
定
し

ま
し
た
。「
強
い
経
済
の
再
生
と
成
長
を
支

え
る
物
流
シ
ス
テ
ム
の
構
築
」を
目
標
に
掲

げ
、
国
際
化
・
環
境
対
策
・
災
害
対
策
を
三

本
柱
と
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
そ
の
強
力
な

推
進
役
と
し
て
国
土
交
通
省
で
は
、
物
流
専

任
の
局
長
級
ポ
ス
ト
で
あ
る「
物
流
審
議
官
」

を
新
設
。
併
せ
て
、
国
際
物
流
政
策
の
推
進

体
制
を
強
化
す
る
た
め「
国
際
物
流
課
」も

設
置
し
、
緊
密
な
部
局
連
携
に
よ
る
施
策
の

強
化
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
今
後
は
関
係
省

庁
に
よ
る
推
進
会
議
を
開
催
し
、
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ

（Plan･D
o･Check･Act

）に
よ
る
進
捗

確
認
を
行
う
予
定
で
す
。

国
際
化
は
ア
ジ
ア
に
重
点

シ
ー
ム
レ
ス
な
物
流
連
携
へ

国
外
の
物
流
シ
ス
テ
ム
の
構
築
も
大
き
な

課
題
で
す
。
と
り
わ
け
高
い
経
済
成
長
率

が
続
く
ア
ジ
ア
で
は
貿
易
額
が
急
速
に
拡
大

し
、
国
際
分
業
の
進
展
に
よ
り

グ
ロ
ー
バ
ル
・
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー

ン
も
深
化
し
て
い
ま
す
。わ
が
国

産
業
の
国
際
競
争
力
を
維
持
・

向
上
さ
せ
て
い
く
た
め
に
は
、成

長
す
る
ア
ジ
ア
マ
ー
ケ
ッ
ト
を
取

り
込
む
こ
と
が
重
要
で
す
。
日

本
の
企
業
が
ア
ジ
ア
に
お
い
て

効
率
的
に
事
業
を
展
開
し
て
い

く
た
め
に
は
、日
本
で
提
供
さ
れ

て
い
る
よ
う
な
質
の
高
い
物
流

シ
ス
テ
ム
の
構
築
が
欠
か
せ
ま

せ
ん
。
し
か
し
、
日
本
の
物
流

企
業
が
ア
ジ
ア
地
域
に
進
出
す

る
に
あ
た
っ
て
は
、
相
手
国
の
物

流
イ
ン
フ
ラ
の
問
題
に
加
え
、規

制
・
煩
雑
な
手
続
き
な
ど
の
障

害
が
多
く
、
制
約
の
あ
る
中
で

活
動
せ
ざ
る
を
得
な
い
状
況
に

あ
り
ま
す
。

そ
こ
で
、
国
土
交
通
省
で
は
各
国
の
制
度

改
善
に
向
け
た
政
策
対
話
と
官
民
連
携
に
よ

る
日
本
の
物
流
シ
ス
テ
ム
導
入
に
向
け
た
Ｐ

Ｒ
と
い
う
両
輪
で
、
国
際
物
流
シ
ス
テ
ム
構

築
の
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
日

中
韓
に
つ
い
て
は
、
三
国
間
の
物
流
大
臣
会

合
に
基
づ
き
、
シ
ャ
ー
シ
※
１
を
相
互
通
行
さ

国
際
化
・
環
境
配
慮
・
災
害
対
策
を
柱
に

し
な
や
か
で
効
率
的
な
物
流
を
目
指
し
て

出典：JIFFA「我が国フォワーダーの海外進出状況と外国フォワーダーの日本進出状況」
より国土交通省国際物流課作成

RORO 船からシャーシを搬出。近海
航路の輸送手段として主流になりつ
つある。

総
合
政
策
局 

物
流
政
策
課
・
国
際
物
流
課
・
大
臣
官
房
参
事
官
（
物
流
産
業
）

多様化する物流の
新たな未来
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5 ［特集］ 多様化する物流の新たな未来

せ
る
パ
イ
ロ
ッ
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
や
港
湾
物

流
情
報
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化（N

EAL-N
ET

）、

パ
レ
ッ
ト
※
２
の
標
準
化
な
ど
の
取
り
組
み
を

進
め
て
お
り
、今
後
は
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
な
ど
に
も

展
開
し
て
い
く
予
定
で
す
。

ま
た
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
諸
国
に
つ
い
て
は
、
平

成
27
年
の
経
済
統
合
を
見
据
え
、
日
本
が

構
築
し
た
物
流
シ
ス
テ
ム
の
実
証
実
験
を
現

地
で
行
い
な
が
ら
、
制
度
上
の
課
題
な
ど
に

つ
い
て
も
話
し
合
い
を
進
め
て
い
ま
す
。
海

に
囲
ま
れ
た
地
域
が
多
い
こ
と
も
あ
り
、
特

に
国
際
高
速
Ｒ
Ｏ
Ｒ
Ｏ
船
※
３
を
活
用
し
た
海

陸
一
貫
輸
送
に
は
大
き
な
期
待
が
集
ま
っ
て

い
ま
す
。

官
民
連
携
で
災
害
に
強
い

物
流
シ
ス
テ
ム
を
構
築

柱
の
一
つ
で
あ
る「
災
害
対
策
」で
は
、
東

日
本
大
震
災
時
の
聞
き
取
り
や
デ
ー
タ
分
析

の
結
果
、
絶
対
的
な
物
資
拠
点
の
不
足
に
加

え
、物
流
ノ
ウ
ハ
ウ
の
欠

如
や
指
揮
系
統
・
情
報

の
錯
そ
う
な
ど
の
課
題

が
顕
在
化
し
た
と
こ
ろ

で
あ
り
、
円
滑
な
支
援

物
資
物
流
を
確
保
す
る

た
め
に
は
、ノ
ウ
ハ
ウ
や

施
設
を
保
有
す
る
民
間

物
流
事
業
者
と
の
協
力

体
制
づ
く
り
が
不
可
欠

で
あ
る
こ
と
が
分
か
り

ま
し
た
。

こ
の
こ
と
か
ら
国
土

交
通
省
で
は
、
地
方
自

治
体
や
民
間
物
流
事

業
者
団
体
な
ど
が
参
画

す
る
協
議
会
を
主
催
し
、

さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み

を
行
っ
て
い
ま
す
。
例

え
ば
、
支
援
物
資
の

広
域
的
な
受
け
入
れ
拠

点
と
し
て
民
間
物
流
施
設
を
募
り
、
全
国
で

９
３
４
箇
所
を
選
定
し
ま
し
た（
平
成
25
年

３
月
現
在
）。
加
え
て
、災
害
発
生
時
に
備
え
、

非
常
用
の
電
源
設
備
と
通
信
設
備
設
置
の

た
め
の
補
助
金
制
度
も
整
備
し
ま
し
た
。
ま

た
都
道
府
県
と
物
流
事
業
者
団
体
と
の
間
で
、

支
援
物
資
の
輸
送
協
定
に
加
え
、
物
資
の
保

管
や
物
流
専
門
家
の
派
遣
に
関
す
る
協
力
協

定
の
締
結
を
促
進
し
て
い
ま
す
。

ほ
か
に
も
、
各
地
域
で
取
り
ま
と
め
た
知

見
を
マ
ニュ
ア
ル
な
ど
に
し
て
発
表
す
る
と
と

も
に
、
官
民
混
合
で
の
災
害
物
流
に
関
す
る

研
修
を
開
催
す
る
な
ど
、
多
面
的
に
災
害
に

強
い
物
流
シ
ス
テ
ム
の
構
築
を
支
援
し
て
い

き
ま
す
。

物
流
効
率
化
法
の
枠
組
み
を
利
用
し

災
害
対
策
や
環
境
へ
の
配
慮
を
推
進

「
流
通
業
務
の
総
合
化
及
び
効
率
化
の
促

進
に
関
す
る
法
律（
物
流
効
率
化
法
）」に
よ

る
災
害
対
策
に
つ
い
て
は
、
総
合
効
率
化
計

画
※
４
の
認
定
要
件
に
、
取
扱
貨
物
に
対
す
る

荷
崩
れ
防
止
対
策
の
実
施
や
、
非
常
時
で
も

貨
物
情
報
を
活
用
可
能
と
す
る
た
め
の
バ
ッ

ク
ア
ッ
プ
デ
ー
タ
保
存
シ
ス
テ
ム
設
置
な
ど

を
盛
り
込
み
ま
し
た
。

物
流
効
率
化
法
は
、社
会
資
本
と
連
携
し

た
効
率
的
な
物
流
拠
点
施
設
の
整
備
を
目

的
に
、
事
業
の
計
画
認
定
や
関
連
支
援
の
措

置
な
ど
を
定
め
た
も
の
で
、
総
合
化
・
効
率

化
に
よ
る
コ
ス
ト
削
減
だ
け
で
な
く
、
環
境

負
荷
低
減
や
地
域
の
活
性
化
な
ど
多
面
的

な
効
果
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。
現
在
ま
で

に
１
９
７
件（
平
成
25
年
９
月
末
現
在
）の
総

合
効
率
化
計
画
が
認
定
を
受
け
、
そ
の
い
く

つ
か
は
東
日
本
大
震
災
の
際
に
物
流
拠
点
と

し
て
大
き
な
役
割
を
果
た
し
ま
し
た
。
今
回

の
認
定
要
件
追
加
に
よ
り
、
さ
ら
に
災
害
に

強
い
物
流
の
実
現
を
目
指
し
ま
す
。

※
１ 

シ
ャ
ー
シ
…
動
力
を
持
た
な
い
被
牽け
ん
引
車
。

※
２ 

パ
レ
ッ
ト
…
物
流
で
荷
物
を
載
せ
る
た
め
の

荷
役
台
。

※
３ 

Ｒ
Ｏ
Ｒ
Ｏ
船
…
船
の
中
に
ト
ラ
ッ
ク
や
ト
レ
ー

ラ
ー
な
ど
が
自
走
し
て
乗
り
込
み
、
貨
物
の
積
み
降

ろ
し
が
行
え
る
貨
物
船
。
ク
レ
ー
ン
を
使
用
せ
ず
に

済
む
た
め
、
迅
速
な
積
み
下
ろ
し
が
で
き
、
輸
送
期

間
の
短
縮
が
可
能
。

※
４ 

総
合
効
率
化
計
画
…
倉
庫
な
ど
を
中
心
と
し

て
、
輸
送
、
保
管
、
荷
さ
ば
き
や
流
通
加
工（
梱
包

や
ラ
ベ
ル
貼
り
な
ど
）を
一
体
的
に
実
施
す
る
な
ど

の
流
通
業
務
の
総
合
化
や
、
輸
送
網
の
集
約
、
配
送

の
共
同
化
な
ど
流
通
業
務
の
効
率
化
を
図
る
事
業

の
計
画
。

平成25年10月、3日間にわたり官民混合で災害物
流に関する研修を初めて開催。
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